
　令和 6年 1月現在、船橋会エリアの総世帯数
は8,000世帯、人口は16,216人。町会加入世帯数
は3,000世帯（町会加入率は37％）東京都世田
谷区船橋、小田急線千歳船橋の駅の北側にあり

ます我が町会「船橋会」の地域の道路はとても

狭く、以前は【木密地域】と呼ばれ、消防自動

車が入れないところがあります。消防の消火隊

が到着する前にできることを、との思いから、

平成23年、町会地域の10か所にスタンドパイプ
を設置しました。

　使い方がわからないと何の役にも立たないの

で、設置箇所の近隣住民に声をかけ、消防署に

来ていただき、何度も訓練を行いました。設置

当初は熱心に訓練に取り組んでいましたが、そ

のうち回数が減り、コロナ禍もあり、だんだん

人が集まりにくくなりました。「訓練」と名が

付くだけで人は来ないので、どうしたら人が集

まってくれるかを考えました。

　夏休みのラジオ体操にはたくさん親子が参加

してくれるので、「ラジオ体操の週の日曜日

に、近くの神社で訓練を行おう」、「消防団の消

防自動車を見れば『何かある』と興味を持って

くれる」と考えました。ラジオ体操後、親子で

参加してくれて、スタンドパイプのどこから水

がでてくるのか、どうやってホースをつなぐの

か等を熱心に学んでくれました。

　人がたくさん集まるお祭りとかでスタンドパ

イプ訓練ができれば最高ですが、遊びに来てい
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る子どもたちを訓練に巻き込むにはどうしたら

よいだろうかと思っていた時に、近隣の町の子

ども遊びの場で「道路にお絵描きを」に出会い

ました。ただ、チョークで道路に絵を描いた

後、これを、消すにはどうしたらよいだろうか

と思った時に、「スタンドパイプだ」と思いつ

きました。我が町会は、毎年 6月の第一日曜日
に「あおばまつり」というお祭りを、町会内の

小さな公園で開催しています。お祭りのイベン

トとして、開催される公園の周りの道路を封鎖

して、参加してくれる子どもたちに思い切り好

きな絵を描いてもらいます。お祭りが終わる頃

に、公園に設置してあるスタンドパイプ収納

ボックスの説明（設置場所、収納品の説明）を

まず行い、使用できるマンホールの見分け方、

取り扱い方を説明、設置から放水の仕方までを

一連の流れとして、参加している方に理解して

いただけるようにしています。スタンドパイプ

を取り出し、道路にある消火栓を開けてホース

を繋ぎ、放水を始めます。「的」は、道路のお

絵描きです。放水担当の子ども、ブラシでお絵

描きを消す子ども、あっという間に、道路はき

れいになっていきます。遊ぶだけでなく、どう
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すれば消火できるかを学ぶことができる方法だ

と思います。

　東日本大震災後、防災意識は高まっていった

とは思いますが、なかなか「訓練」という言葉

が付くと人は集まってくれません。しかし、訓

練を行わないと自助・共助は身に付きません。

小さい頃、広島県の田舎で生まれ育った私は、

運動会が大好きでした。防災訓練を運動会形式

でやったら楽しいはずと、運動場のトラックを

一周する間に、消火器訓練・がれき除去訓練・

担架訓練・救急止血訓練・車椅子移動訓練等を

取り入れて行いました。「防災運動会？」開催

当初は「？」の多かった参加者も、次第に楽し

く、多くのことを学んでくださり、勝敗に一喜

一憂する姿も見られました。その後、運動会の

競争にも「？」がついてきたので、競争ではな

く、ブースを回ってスタンプを集める「防災

フェスタ」に変更しました。そのうちコロナ禍

になり、一か所に集まらずに訓練を行うことを

考えるようになりました。それが、「防災体験

ラリー」です。船橋会の地域内で訓練できそう

な場所を 5～ 6か所選び、それぞれの場所で、
消火器訓練・AED訓練・救急救護訓練・スタ
ンドパイプ訓練・マンホールトイレ設置訓練・

起震車体験・煙中訓練を行い、スタンプを集め

て回るというものです。最終集合場所は神社で

すが、そこでは皆さんにお渡しするお餅を、神

社のお神輿の会の睦会さんがついてくださり、

小学校のPTAや町会の女性部さんたちが丸め
てパック詰めしてくださり参加者に配布されま

す。このお餅目当てに参加する人が結構いらし

て、参加者は急増しました。訓練には、ごほう

びが必要だと学びました。

　ひとつの大きなことをするには、町会役員21
名の協力は不可欠で、本当にたくさんの人の協

力が必要です。地域で活動している団体を援助

して、活動している団体は町会の行事を手伝っ

訓練と呼ばないで訓練を　
その③

4

日赤・小中PTA・おやじの会等…… 
20以上の団体の協力があってこその訓練

5

てくださるという相互の協力があってこそ成り

立つものだと痛感しています。この度、東京都

で三団体しかいただけない、「第21回地域防火
防災功労賞最優秀賞」をいただけたのも、これ

らの団体の協力があってこその受賞です。ま

た、これらのことを広報してくれる「船橋会

ホームページ」があってこそです。これから

も、『この町は、みんなの力で守ろう』を合言

葉に、千歳船橋の町を守って行きたいと思いま

す。

　防災体験ラリーをJ:comさんが取材、同社の
YouTubeチャンネルにて公開し
ていただきました。防災体験ラ

リーがわかりやすく紹介されてい

ます。

防災体験ラリー
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